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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ）５～３０質量％のポリグリセリン部分エステル、その際、該部分エステルが、カプ
リル酸／カプリン酸ポリグリセリル－４、カプリル酸／カプリン酸ポリグリセリル－１０
、カプリン酸ポリグリセリル－４、カプリン酸ポリグリセリル－１０、ラウリン酸ポリグ
リセリル－４、ラウリン酸ポリグリセリル－５、ラウリン酸ポリグリセリル－６、ラウリ
ン酸ポリグリセリル－１０、ヤシ脂肪酸ポリグリセリル－１０、ミリスチン酸ポリグリセ
リル－１０、オレイン酸ポリグリセリル－１０、ステアリン酸ポリグリセリル－１０及び
それらの２つ以上の組合せからなる群から選択される；
ｂ）２０～６０質量％のアルキルポリグルコシド；
ｃ）任意に、０．５～４質量％の防腐剤；
ｄ）任意に、ｐＨ調整化合物、及び
ｅ）疎水性皮膚軟化剤、その際、該疎水性皮膚軟化剤は、成分ａ）とは異なるグリセリン
脂肪酸エステルであり、かつモノラウリン酸グリセリル、モノミリスチン酸グリセリル、
モノステアリン酸グリセリル、モノベヘン酸グリセリル、モノパルミチン酸グリセリル、
モノパルミトレイン酸グリセリル、モノオレイン酸グリセリル、モノリノール酸グリセリ
ル及びそれら混合物からなる群から選択されるグリセリンモノエステルである；
を含む洗浄剤濃縮物であって、該濃縮物は水中で非イオン界面活性剤としての成分ａ）お
よび成分ｂ）が４０質量％を超えている安定な分散物であり、全ての質量％は濃縮物の全
質量に基づくものである、洗浄剤濃縮物。
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【請求項２】
　成分ａ）の部分エステルが、カプリル酸／カプリン酸ポリグリセリル－４、カプリル酸
／カプリン酸ポリグリセリル－１０及びカプリン酸ポリグリセリル－４からなる群から選
択される、請求項１記載の洗浄剤濃縮物。
【請求項３】
　成分ｂ）のアルキルポリグルコシドのアルキルがＣ8－Ｃ16アルキル基であり、グルコ
シドが１～４の平均重合度を有する、請求項１又は２のいずれか１項に記載の洗浄剤濃縮
物。
【請求項４】
　請求項１に記載の洗浄剤濃縮物を希釈して個人用洗浄剤を提供することを含む、個人用
洗浄剤の目への刺激性を減少させる方法。
【請求項５】
　前記個人用洗浄剤が、ａ）ポリグリセリン部分エステル及びｂ）ポリグルコシド以外に
さらなる界面活性剤を含まない、請求項４記載の方法。
【請求項６】
　前記部分エステルが、カプリル酸／カプリン酸ポリグリセリル－４、カプリル酸／カプ
リン酸ポリグリセリル－１０及びカプリン酸ポリグリセリル－４からなる群から選択され
る、請求項４又は５のいずれかに記載の方法。
【請求項７】
　前記アルキルポリグルコシドのアルキルがＣ8－Ｃ16アルキル基であり、グルコシドが
１～４の平均重合度を有する、請求項４から６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　ｂ）がデシルグルコシドである、請求項４から７のいずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
　目にしみない、シャンプー又は肌洗浄剤を製造するための、請求項１に記載の洗浄剤濃
縮物の使用。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
優先権の主張
　本出願に係る請求項は、２０１２年４月２３日に提出した米国仮出願第６１／６３６，
９８４号及び２０１３年３月１３日に提出した米国仮出願第６１／７８７，７３９号に基
づく優先権を享受するものであり、該仮出願は、参照によりその全体が本明細書に取り込
まれる。
【０００２】
　本願は、濃縮形態での界面活性剤の独特な組合せに関する。詳細には、アルキルポリグ
ルコシド及びポリグリセリン脂肪酸エステルを特定の組合せで併用すると洗浄剤濃縮物を
生じ、これを希釈することにより目にしみない又は低刺激性の洗浄剤が形成される。
【背景技術】
【０００３】
　乳幼児用スキンケア及び洗面用品は、乳幼児ケア市場における重要部である。安全性は
、この市場において販売される製品の必要不可欠な条件である。特に、乳幼児及び若年の
小児用洗浄剤製品は、使用時にある一定の非刺激性基準を満たす必要がある。例えば、少
量の製剤が目に触れたとき、シャンプー及び肌洗浄剤は「目にしみず」、無刺痛であり得
る。もちろん、乳幼児の肌は成人の肌と比較していくぶんより敏感で繊細であり、マイル
ドで非刺激性であるがそれでも洗浄効果をもたらす製剤のみに触れる必要がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　市場には、「目にしみない」要件を満たした製品が数多くある。しかしながら、それら
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の多くは好ましくない付加成分を含んでいる。例えば、多くの製品は、硫酸塩界面活性剤
、エチレンオキシド及び／又はポリエチレングリコール界面活性剤を含んでいる。
【０００５】
　製造業者の個々の製剤に単に加えるだけで、硫酸塩、エチレンオキシド及び／又はポリ
エチレングリコール界面活性剤といった成分無しで、希釈により洗浄効果を得る「目にし
みない」濃縮物（水が７０％未満）を提供できることは大変有益であろう。
【０００６】
　さらに、透明かつ低粘度な界面活性剤の高濃縮物ブレンドを提供することは、非常に有
利となるであろう。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　ａ）約５～約３０質量％、好ましくは約１０～約２５質量％、最も好ましくは約１２～
約１８質量％のポリグリセリン部分エステルであって、部分エステルがＣ8－Ｃ22、特に
Ｃ8－Ｃ10部分エステルであるポリグリセリン部分エステル；
　ｂ）約２０～約６０質量％、好ましくは約２５～約５０質量％、最も好ましくは約２８
～約４２質量％のアルキルポリグルコシド；
　ｃ）任意に、約０．５～約４質量％の防腐剤；及び
　ｄ）任意に、ｐＨ調整化合物、
を含み、７０質量％未満、好ましくは６０質量％未満、より好ましくは５０質量％未満、
特には４５質量％未満の水を含み、質量％は濃縮物の全質量に基づくものである、洗浄剤
濃縮物、好ましくは透明な濃縮物。
【０００８】
　上記濃縮物は希釈するとシャンプー又は肌洗浄剤を形成し、標準的な眼科試験によって
目にしみないと評価される製品となる。
【０００９】
　この高濃縮界面活性剤ブレンドの第一の利点のひとつは、透明で低粘度なことである。
ここで高濃縮とは、水が６０％未満、好ましくは５０質量％未満、最も好ましくは４５質
量％未満であることを意味する。これより、４０％、５０％又は６５％固体より高い固体
濃度となる。固体とは、水以外の任意の成分のことを言う。
【００１０】
　さらに、上記濃縮物は、乳幼児又は小児、又は敏感肌の成人用洗浄剤としての使用に適
した非刺激性界面活性剤の固有のブレンドである。
【００１１】
　従って、本発明は、
　ａ）少なくとも１～約８質量％、好ましくは約１．５～約５質量％のポリグリセロール
部分エステル、及び
　ｂ）約８～約２０質量％、好ましくは約１０～約１６質量％のアルキルポリグルコシド
により特定される非イオン性界面活性剤を個人用洗浄剤に添加することにより、個人用洗
浄剤、特にシャンプーの目への刺激性を減少させる方法であって、質量％は個人用洗浄剤
の全質量に基づくものであり、部分エステルがＣ8－Ｃ22である、方法にも関する。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　本発明の目的の「濃縮物」とは、非イオン性界面活性剤の濃度が、濃縮物の全質量に基
づき、３０、４０、５０又は５５質量％を超えている分散物であって、水中での高濃度で
安定な界面活性剤の分散物を意味する。
【００１３】
　上記濃縮物は比較的低粘度で、製剤中で使用しやすい。
【００１４】
　上記濃縮物の粘度は変化するが１０，０００ｃｐｓを超えてはならない。より好ましく
は、濃縮物の粘度が５，０００ｃｐｓ未満であり、より好ましくは２５００ｃｐｓ未満で
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あり、最も好ましくは１２００ｃｐｓ未満である。よって、濃縮物の粘度は、約１２００
ｃｐｓから約１０，０００ｃｐｓまで変化するであろう。
【００１５】
　粘度は、Ｂｒｏｏｋｆｉｅｌｄ　ＲＶＴ　スピンドル＃４を用いて、２０ＲＰＭで測定
する。
【００１６】
　上記濃縮物の希釈により、乳幼児への使用に充分マイルドな、目にしみない又は目にし
みにくい洗浄剤系が生じる。一例として、この濃縮物は硫酸塩を含まない。一例として、
この乳幼児洗浄剤系は硫酸塩を含まない。一例として、この濃縮物はＥＯ／ＰＯを含まな
い。一例として、この乳幼児洗浄剤系はエチレンオキシド／ポリプロピレンオキシド（Ｅ
Ｏ／ＰＯ）を含まない。
【００１７】
　それゆえに、好ましくは、上記濃縮物は硫酸塩を含まない。最も好ましくは、この濃縮
物は硫酸塩及びＥＯ／ＰＯを含まず、特に、硫酸塩、ＥＯ／ＰＯ及びポリエチレングリコ
ール（ＰＥＧ）を含まない。
【００１８】
　他の典型的な成分を上記濃縮物に加えてもよいが、この濃縮物は成分ａ）及びｂ）の両
方を含む。
【００１９】
　「個人用洗浄剤」という句が用いられたとき、上記「濃縮物」ではなく、最終的なシャ
ンプー又は身体洗浄剤を意味する。従って、ａ）及びｂ）の質量％は、最終的な個人用洗
浄剤において必然的により小さくなるであろう。例えば、成分ａ）は通常約１～約８質量
％、好ましくは約１．５～約５質量％のポリグリセロール部分エステルであり、約８～約
２０質量％、好ましくは約１０～約１６質量％である。
【００２０】
　上記「濃縮物」でのａ）の質量％は約５～約３０質量％、好ましくは約１０～約２５質
量％、最も好ましくは約１２～約１８質量％のポリグリセリン部分エステルであり、ｂ）
の質量％は約２０～約６０質量％、好ましくは約２５～約５０質量％、最も好ましくは約
２８～約４２質量％のアルキルポリグルコシドである。
【００２１】
　ポリグリセリン部分エステル

　ポリグリセロール部分エステルは、ポリグリセロール又は単一のグリセロールを、６～
２２個の炭素原子を有する直鎖又は分岐脂肪酸と反応させることにより得られる。有利に
用いられるポリグリセロール混合物は、２～１２、好ましくは２～１０の平均縮合度を有
する。
【００２２】
　ポリグリロール混合物のエステル化度は、縮合したグリセロールのヒドロキシ基に基づ
き、例えば５～７０％であり、好ましくは１０～３０％である。
【００２３】
　特に興味深いのは、Ｃ8－Ｃ18ポリグリセリルモノエステルである。例えば、カプリル
酸／カプリン酸ポリグリセリル－４、カプリル酸／カプリン酸ポリグリセリル－１０、カ
プリン酸ポリグリセリル－４、カプリン酸ポリグリセリル－１０、ラウリン酸ポリグリセ
リル－４、ラウリン酸ポリグリセリル－５、ラウリン酸ポリグリセリル－６、ラウリン酸
ポリグリセリル－１０、ヤシ脂肪酸ポリグリセリル－１０、ミリスチン酸ポリグリセリル
－１０、オレイン酸ポリグリセリル－１０、ステアリン酸ポリグリセリル－１０及びそれ
らの２つ以上の組合せである。
【００２４】
　特に興味深いのは、Ｃ8－Ｃ18ポリグリセリル部分エステルである。例えば、カプリル
酸／カプリン酸ポリグリセリル－４、カプリル酸／カプリン酸ポリグリセリル－１０、カ
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プリン酸ポリグリセリル－４、特にカプリル酸／カプリン酸ポリグリセリル－１０である
。
【００２５】
　アルキルポリグルコシド

　アルキルポリグルコシド（ＡＰＧｓ）は当業者に周知であり、ＢＡＳＦ　ＳＥから商品
名Ｐｌａｎｔａｒｅｎ（登録商標）で購入できる。
【００２６】
　アルキルポリグルコシド及びアルキルグルコシドという語は、置き換え可能である。
【００２７】
　アルキルポリグリコシドは、グルコース及び脂肪族アルコールの反応で形成する。アル
キルポリグリコシド化合物は、疎水部（炭素鎖）及び親水部（グリコシドユニット又は基
）を有する。アルキルポリグリコシドを記述する場合、平均重合度（ＤＰ）が言及される
。例えば、アルキルポリグリコシド又はアルキルグリコシドにおいて、ＤＰが約１．４の
化合物は、それぞれのアルキル基に対し平均して１．４ユニットのグルコースを有する。
アルキルポリグルコシド又はアルキルグルコシドは通常、分子のグルコースユニットの量
を変化させた混合物である。１．４ＤＰは、それぞれの分子が１．４ユニットのグルコー
スを有することを意味するわけではない、ということがわかる。
【００２８】
　アルキルポリグルコシドは、次の一般式：Ｒ1－－Ｏ－－（Ｒ2Ｏ）b－（Ｚ）aによって
表すことができ、ここで、Ｒ1は約６～約３０個の炭素原子を有する１価の有機基であり
、Ｒ2は２～４個の炭素原子を有する２価のアルキレン基であり、Ｚは５又は６個の炭素
原子を有するサッカリド残基であり、ｂは０～約１２の数であり、ａは１～６の数である
。
【００２９】
　さらに適したアルキルポリグルコシドとして、アルキル基が８～１０個の炭素原子を含
み１．７の平均ＤＰを有するＧＬＵＣＯＰＯＮ（登録商標）２２５ＤＫ；アルキル基が１
２～１６個の炭素原子を有し１．６の平均ＤＰを有するＧＬＵＣＯＰＯＮ（登録商標）６
２５ＵＰ；アルキル基が９～１１個の炭素原子を有し１．５の平均ＤＰを有するＡＰＧ（
登録商標）３２５Ｎ；アルキル基が１２～１６個の炭素原子を有し１．４の平均ＤＰを有
するＧＬＵＣＯＰＯＮ（登録商標）６００ＵＰ；アルキル基が８～１６個の炭素原子を有
し１．５の平均ＤＰを有するＰＬＡＮＴＡＲＥＮ２０００（登録商標）；アルキル基が１
２～１６個の炭素原子を有し１．６の平均ＤＰを有するＰＬＡＮＴＡＲＥＮ１３００（登
録商標）が挙げられるが、これらに限定されるものではない。
【００３０】
　アルキルポリグルコシドは通常、酸触媒存在下で糖を高級アルコールと反応させる、又
は、糖を低級アルコール（例えば、メタノール、エタノール、プロパノール、ブタノール
）と反応させることにより低級アルキルグリコシドを得たのち、高級アルコールと反応さ
せることにより形成する。高級アルコールは一般的に、式Ｒ1Ｏ（Ｒ2Ｏ）xＨを有し、こ
こでＲ1は８～２２個の炭素原子を有する直鎖もしくは分岐アルキル基又は直鎖もしくは
分岐アルケニル基を表し、Ｒ2は２～２０個の炭素原子を有するアルキレン基を表し、ｘ
は０～１０の平均値である。
【００３１】
　高級アルコールの非限定的具体例は、ヘキサノール、ヘプタノール、オクタノール、ノ
ナノール、デカノール、ドデカノール、トリデカノール、テトラデカノール、ペンタデカ
ノール、ヘキサデカノール、ヘプタデカノール、オクタデカノール、メチルペンタノール
、メチルヘキサノール、メチルヘプタノール、メチルオクタノール、メチルデカノール、
メチルウンデカノール、メチルトリデカノール、メチルヘプタデカノール、エチルヘキサ
ノール、エチルオクタノール、エチルデカノール、エチルドデカノール、２－ヘプタノー
ル、２－ノナノール、２－ウンデカノール、２－トリデカノール、２－ペンタデカノール
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、２－ヘプタデカノール、２－ブチルオクタノール、２－ヘキシルオクタノール、２－オ
クチルオクタノール、２－ヘキシルデカノール及び／又は２－オクチルデカノールなどの
直鎖又は分岐アルカノール；ヘキセノール、ヘプテノール、オクテノール、ノネノール、
デセノール、ウンデセノール、ドデセノール、トリデセノール、テトラデセノール、ペン
タデセノール、ヘキサデセノール、ヘプタデセノール及びオクタデセノールなどのアルケ
ノールである。これらのアルコールは、単独で、又はこれら２つ以上の混合物で使うこと
ができる。
【００３２】
　好ましいアルキルグルコシドは、１分子あたり約１～約６、好ましくは１～４のグルコ
ース残基を含む。好ましいグルコシドは、デシルアルコールとグルコースポリマー又は単
一のグルコース残基の縮合生成物であり、ＢＡＳＦ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｆ
ｌｏｒｈａｍ　Ｐａｒｋ，ＮＪから商品名Ｐｌａｎｔａｒｅｎ（登録商標）で市販されて
いる、デシルグルコシドである。他の好ましい例として、ラウリルグルコシド、デシルグ
ルコシド及びそれらの混合物が挙げられる。
【００３３】
　疎水性皮膚軟化剤

　有利には、上記濃縮物は、成分ａ）、ｂ）、ｃ）及びｄ）に加えて、成分ｅ）の疎水性
皮膚軟化剤も含んでよい。
【００３４】
　興味のある疎水性皮膚軟化剤は、脂肪族（カルボン）酸のエステルである。脂肪酸部は
、およそＣ12-30の炭素鎖長を有してよい。Ｃ12-30カルボン酸という語は、純粋な酸又は
それらの混合物を含むことを意味する。炭素鎖は直鎖又は分岐でよく；飽和又は不飽和（
すなわち、１つ以上の２重結合を有する）でよい。脂肪酸成分は、１つ以上の、例えば２
つの、ヒドロキシ基も含んでよい。これらの酸は、いわゆる脂肪酸、すなわち天然脂肪か
ら誘導される酸を含む。
【００３５】
　特に好ましい疎水性皮膚軟化剤は、脂肪酸及びグリセロールのエステルである。実施形
態の１つでは、疎水性皮膚軟化剤はトリグリセリドであるが、特定の実施形態では、組成
物はトリグリセリドを含まない。好ましい実施形態では、疎水性皮膚軟化剤は、直鎖、飽
和Ｃ12-30モノ－もしくはジグリセリドなどの、Ｃ12-30モノ－もしくはジグリセリド又は
それらの混合物などの、モノ－もしくはジグリセリドである。このような混合物中のモノ
－及び／又はジグリセリドの量は変化してよく、０～１００％でよい。
【００３６】
　好ましいのは、５０％より多くのモノグリセリドを含む混合物、特に７０％より多くの
後者を含む混合物である。特に重要なのは、グリセロール及び脂肪酸のエステルが少なく
とも８０％、特に少なくとも９０％、さらに特には少なくとも９５％、なおさらには少な
くとも９９％のＣ12-30カルボン酸モノグリセリドである組成物である。
【００３７】
　実施形態の１つでは、ジグリセリドは２つの異なるカルボン酸を含む。これら混合のジ
グリセリドは、（モノ－Ｃ12-30カルボン酸）（モノ－オレイン酸）グリセリドも含む。
その例は、（モノ－パルミトレイン酸）（モノ－オレイン酸）グリセリドである。
【００３８】
　好ましくは、カルボン酸は約１６～約２２個の炭素原子、より好ましくは約１６～約２
０個の炭素原子、さらにより好ましくは約１６～約１８個の炭素原子を有する。特に興味
があるのは、１８個の炭素原子を含むものである。特に好ましいグリセロール及び脂肪酸
のエステルは、モノ－又はジオレイン酸グリセリルである。特に好ましい優れた低刺激性
及び皮膚感触を有するグリセロール及び脂肪酸のエステルは、ＢＡＳＦ　Ｃｏｒｐｏｒａ
ｔｉｏｎ，Ｆｌｏｒｈａｍ　Ｐａｒｋ，ＮＪから商品名ＬＡＭＥＳＯＦＴ　ＰＯ　６５で
市販され、Ｃ8－Ｃ18ココグルコシド及び水と混合した約３１％のモノオレイン酸グリセ
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ロールの混合物である、モノオレイン酸グリセリル（約３．８のＨＬＢ値）である。ＬＡ
ＭＥＳＯＦＴ　ＰＯ　６５は、唇層増強剤と呼ばれることもある。
【００３９】
　上記疎水性皮膚軟化剤は、成分ａ）とは異なる。例えば、この疎水性皮膚軟化剤は通常
、グリセロールの＞＝Ｃ１６脂肪酸エステルである。
【００４０】
　本発明の組成物は、脂肪酸部分に１２～２２個のＣ原子を有する、少なくとも１つのモ
ノグリセリドを含む。脂肪酸部分は、飽和又は１～３のエチレン結合を有する不飽和であ
ってよい。好ましいモノグリセリドは脂肪酸部位に１４～１８個のＣ原子を有し、最も好
ましくは１６～１８個のＣ原子を有する。本発明の組成物に適した、ふさわしいモノグリ
セリドの非限定例は、モノラウリン酸グリセリル、モノミリスチン酸グリセリル、モノス
テアリン酸グリセリル、モノベヘン酸グリセリル、モノパルミチン酸グリセリル、モノパ
ルミトレイン酸グリセリル、モノオレイン酸グリセリル、モノリノール酸グリセリル及び
それらの混合物である。好ましいのは、ステアリン酸グリセリル、オレイン酸グリセリル
、パルミチン酸グリセリル、モノパルミトレイン酸グリセリル、モノリノール酸グリセリ
ル及びそれらの混合物である。
【００４１】
　本発明の洗浄剤濃縮物におけるモノグリセリドの濃度は、全濃度を基にして計算した質
量で、０．０１～５質量％、好ましくは０．０５～３質量％、より好ましくは０．１～２
．５質量％、最も好ましくは０．２５～２質量％である。
【００４２】
　ココグリセリドなどの追加の皮膚軟化剤は、個人用洗浄剤（シャンプー又は身体洗浄剤
）に優れた付加を行う。このような製品は、販売名Ｍｙｒｉｔｏｌ（登録商標）３３１で
、ＢＡＳＦ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ，Ｆｌｏｒｈａｍ　Ｐａｒｋ，ＮＪから購入できる
。個人用洗浄剤中の通常量は、個人用洗浄剤の約．５～約３質量％で変化してよい。
【００４３】
　従って、請求する洗浄剤濃縮物、
　好ましくは透明な濃縮物は、
　　ａ）約５～約３０質量％、好ましくは約１０～約２５質量％、最も好ましくは約１２
～約１８質量％のポリグリセリン部分エステルであって、部分エステルがＣ8－Ｃ22、特
にはＣ8－Ｃ10部分エステルであるポリグリセリン部分エステル；
　　ｂ）約２０～約６０質量％、好ましくは２５～約５０質量％、最も好ましくは約２８
～約４２質量％のアルキルポリグルコシド；
　　ｃ）任意に、約０．５～約４質量％の防腐剤；及び
　　ｄ）任意に、ｐＨ調整化合物、
を含み、この濃縮物は７０質量％未満、好ましくは６０質量％未満、より好ましくは５０
質量％未満、特には４５質量％未満の水を含み、質量％は濃縮物の全質量に基づく。
【００４４】
　上記洗浄剤濃縮物の好ましい実施形態は、
　ａ）約５～約３０質量％、好ましくは約１０～約２５質量％、最も好ましくは約１２～
約１８質量％のポリグリセリン部分エステルであって、部分エステルがカプリル酸／カプ
リン酸ポリグリセリル－４、カプリル酸／カプリン酸ポリグリセリル－１０及びカプリン
酸ポリグリセリル－４からなる群、特にカプリル酸／カプリン酸ポリグリセリル－１０か
ら選択されるポリグリセリン部分エステル。
　ｂ）約２０～約６０質量％、好ましくは２５～約５０質量％、最も好ましくは約２８～
約４２質量％のアルキルポリグルコシド；
　ｃ）任意に、約０．５～約４質量％の防腐剤；及び
　ｄ）任意に、ｐＨ調整化合物、
を含み、この濃縮物は７０質量％未満、好ましくは６０質量％未満、より好ましくは５０
質量％未満、特には４５質量％未満の水を含み、質量％は濃縮物の全質量に基づく。
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【００４５】
　上記洗浄剤濃縮物の２番目に好ましい実施形態は、
　ａ）約５～約３０質量％、好ましくは約１０～約２５質量％、最も好ましくは約１２～
約１８質量％のポリグリセリン部分エステルであって、部分エステルがカプリル酸／カプ
リン酸ポリグリセリル－４、カプリル酸／カプリン酸ポリグリセリル－１０及びカプリン
酸ポリグリセリル－４からなる群、特にカプリル酸／カプリン酸ポリグリセリル－１０か
ら選択されるポリグリセリン部分エステル。
　ｂ）約２０～約６０質量％、好ましくは２５～約５０質量％、最も好ましくは約２８～
約４２質量％のアルキルポリグルコシドであって、アルキルポリグルコシドのアルキルが
Ｃ8－Ｃ16アルキル基であり、グルコシドが約１～４、最も好ましくは１～３、特には１
～２の平均重合度を有するアルキルポリグルコシド；
　ｃ）任意に、約０．５～約４質量％の防腐剤；及び
　ｄ）任意に、ｐＨ調整化合物、
を含む。
【００４６】
　上記洗浄剤濃縮物の３番目に好ましい実施形態は、
　ａ）約５～約３０質量％、好ましくは約１０～約２５質量％、最も好ましくは約１２～
約１８質量％のポリグリセリン部分エステルであって、部分エステルがカプリル酸／カプ
リン酸ポリグリセリル－４、カプリル酸／カプリン酸ポリグリセリル－１０及びカプリン
酸ポリグリセリル－４からなる群、特にカプリル酸／カプリン酸ポリグリセリル－１０か
ら選択されるポリグリセリン部分エステル；
　ｂ）約２０～約６０質量％、好ましくは２５～約５０質量％、最も好ましくは約２８～
約４２質量％のアルキルポリグルコシドであって、アルキルポリグルコシドのアルキルが
Ｃ8－Ｃ16アルキル基であり、グルコシドが約１～４、最も好ましくは１～３、特には１
～２の平均重合度を有するアルキルポリグルコシド；
　ｃ）任意に、約０．５～約４質量％の防腐剤；
　ｄ）任意に、ｐＨ調整化合物；及び
　ｅ）成分ａ）と異なるグリセロール脂肪酸エステルを含む、疎水性皮膚軟化剤、
を含む。
【００４７】
　上記洗浄剤濃縮物のさらに好ましい実施形態は、
　ａ）約５～約３０質量％、好ましくは約１０～約２５質量％、最も好ましくは約１２～
約１８質量％のポリグリセリン部分エステルであって、部分エステルがカプリル酸／カプ
リン酸ポリグリセリル－４、カプリル酸／カプリン酸ポリグリセリル－１０及びカプリン
酸ポリグリセリル－４からなる群、特にカプリル酸／カプリン酸ポリグリセリル－１０か
ら選択されるポリグリセリン部分エステル；
　ｂ）約２０～約６０質量％、好ましくは２５～約５０質量％、最も好ましくは約２８～
約４２質量％のアルキルポリグルコシドであって、アルキルポリグルコシドのアルキルが
Ｃ8－Ｃ16アルキル基であり、グルコシドが約１～４、最も好ましくは１～３、特には１
～２の平均重合度を有するアルキルポリグルコシド；
　ｃ）任意に、約０．５～約４質量％の防腐剤；
　ｄ）任意に、ｐＨ調整化合物；及び
　ｅ）約０．０１～５質量％の、グリセロールの＞＝Ｃ１６脂肪酸エステルを含む疎水性
皮膚軟化剤であって、ｅ）が成分ａ）と異なる疎水性皮膚軟化剤、
を含む。
【００４８】
　最も好ましい洗浄剤濃縮物は、
　ａ）約５～約３０質量％、好ましくは約１０～約２５質量％、最も好ましくは約１２～
約１８質量％のポリグリセリン部分エステルであって、部分エステルがカプリル酸／カプ
リン酸ポリグリセリル－４、カプリル酸／カプリン酸ポリグリセリル－１０及びカプリン
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ら選択されるポリグリセリン部分エステル；
　ｂ）約２０～約６０質量％、好ましくは２５～約５０質量％、最も好ましくは約２８～
約４２質量％のアルキルポリグルコシドであって、アルキルポリグルコシドのアルキルが
Ｃ8－Ｃ16アルキル基であり、グルコシドが約１～４、最も好ましくは１～３、特には１
～２の平均重合度を有するアルキルポリグルコシド；
　ｃ）任意に、約０．５～約４質量％の防腐剤；
　ｄ）任意に、ｐＨ調整化合物；及び
　ｅ）約０．０１～５質量％の、モノラウリン酸グリセリル、モノミリスチン酸グリセリ
ル、モノステアリン酸グリセリル、モノベヘン酸グリセリル、モノパルミチン酸グリセリ
ル、モノパルミトレイン酸グリセリル、モノオレイン酸グリセリル、モノリノール酸グリ
セリル及びそれらの混合物からなる群、好ましくはステアリン酸グリセリル、モノオレイ
ン酸グリセリル、パルミチン酸グリセリル、モノパルミトレイン酸グリセリル、モノリノ
ール酸グリセリル及びそれらの混合物からなる群、最も好ましくはモノオレイン酸グリセ
リル、から選択されるモノグリセリドである疎水性皮膚軟化剤、
を含む。
【００４９】
　前述のとおり本発明は、
　ａ）少なくとも１～約８質量％、好ましくは約１．５～約６質量％のポリグリセロール
部分エステル、及び
　ｂ）約８～約２０質量％、好ましくは約１０～約１６質量％のアルキルポリグルコシド
により特定される非イオン性界面活性剤を個人用洗浄剤に添加することにより、個人用洗
浄剤、特にシャンプーの目への刺激性を減少させる方法であって、質量％は個人用洗浄剤
の全質量に基づくものであり、該部分エステルがＣ8－Ｃ22である、方法にも関する。
【００５０】
　上記方法の好ましい実施形態は、さらなる非イオン性界面活性剤又は陰イオン性界面活
性剤を含まない、個人用洗浄剤の最終製剤である。
【００５１】
　使用

　上記濃縮物を希釈するとシャンプー又は肌洗浄剤を形成するために使用でき、標準的な
眼科試験によって目にしみないと評価される製品となる。製剤されたシャンプー又は肌洗
浄剤は（この濃縮物を添加後）、一般的にゲル、液体、ペースト又は固体といった任意の
形態でありうる。この濃縮物は希釈して、洗浄に使用するためのふき取り用布又は不織布
を湿らせることができる。
【００５２】
　上記濃縮物は、ペットの洗浄、顔洗浄剤、敏感肌用製剤等にも適用できる。この濃縮物
は、敏感肌の成人用としてはもちろん、小児及び乳幼児製品の製剤に適している。
【実施例】
【００５３】
　濃縮物製剤
　実施例１
　ＵＳ－００８４２－１２５
【００５４】
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【表１】

【００５５】
　実施例２
　ＵＳ－００８４２－１０４
【００５６】
【表２】

【００５７】
　乳幼児用洗浄剤中の希釈された濃縮物

　約１８～２０％の上記濃縮物（実施例１）を約７８～８０質量％の水に加え、乳幼児用
洗浄剤を製造した。
　実施例３
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【００５８】
【表３】

【００５９】
　シャンプー剤は、以下に記載される標準的な方法により、眼刺激性の検査を受けた。
【００６０】
　健常被験者を、滅菌水中の上記製品の１０％溶液で検査した。１０％溶液をボランティ
アの顔（わずかに後ろに寄りかかっている）の正面上に注いだ。被験者は検査中、目が確
実に溶液と接するように目を開いた状態にした。実験中、目視可能な涙を記録した。乾燥
後、ボランティアに対し、刺激、焼けるような感覚、かゆみ、及び／又は涙といった不快
感に関する体験について質問した。続いて監督眼科医によって、視覚的及び眼底細隙灯顕
微鏡検査により、目及び一般的な目の範囲の刺激の兆候を検査した。
【００６１】
　結果

　涙という形態で検査製品に対する反応を示した被験者はおらず、そして、刺激、焼ける
ような感覚又はかゆみという不快感は報告されず、故に検査製品ＵＳ－００８１３－２０
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７Ｂ及びＵＳ－００８１３－２０７Ｃの刺激性効果は示唆されなかった。これは眼科的検
査により確かめられた。検査後、瞼への刺激の兆候が検出された被験者もいなかった。
【００６２】
　製剤Ａ、Ｂ及びＣは全て目にしみなかった。しかしながら、Ｂ及びＣのみが刺激性を示
さなかった。Ａ製剤と、Ｂ及びＣ製剤の相違点はＢ及びＣがいずれもポリグリセロール部
分エステル（カプリル酸／カプリン酸ポリグリセリル－１０）を含むことであり、これが
刺激性の保護をもたらすことがわかった。
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